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１．日本側の研究実施体制 
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２．日本側研究チームの研究目標及び計画概要 

 

■研究目的 

波長 13 nm および水の窓領域の高次高調波を高い輝度で発生するために必要な、中赤外

波長領域の光学素子、中赤外レーザー発振・増幅、波長変換、高次高調波発生についての技



SICORP 年次報告書（公開版） 

 

術を開発することによって、高輝度高次高調波パルス、およびアト秒パルスの発生するため

の要素技術を開発する。  

■研究計画概要 

中赤外領域で発振・増幅するフェムト秒レーザー光源技術を開発する。波長 1 μm の高パ

ワーレーザー光源と、この波長での短パルス発生技術、および波長変換によって中赤外パル

スに波長変換する技術の開発、更には、中赤外波長帯における様々な光学素子の開発を行う。  

 

3. 日本側研究チームの実施概要 

日本側研究チームでは、研究進捗の報告を 2 ヶ月に 1 回行う体制を Webツールを活

用して構築し、2020 年度には 3 回実施した。具体的な実施内容として、東大と東海光

学は中赤外領域の光学素子とその評価技術の開発に着手した。東大では中赤外領域の光

学薄膜の分散評価装置とレーザー損傷試験装置を試作した。これらの装置によって、今

後開発する光学薄膜の評価試験を行う。東大チームと早稲田大学チームは、互いに研究

拠点を訪問して研究開発内容と進捗についてディスカッションを行い、中赤外領域にお

いて動作するフェムト秒レーザー光源の開発に着手した。また、東大チームでは、1 μm

の高パワーレーザー光源の開発に着手し、フェムト秒発振器および前置増幅器を試作し

た。2021 年度には 100 W、2022 年度には 300 W のフェムト秒レーザー出力を得る

ために、この光源のための増幅システムの開発と中赤外領域への波長変換技術の開発を

推進する。 


